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要  旨   

新教科著作成作業開始とともに、筑波大草留学生敵背センターの日本語スタッ7は、  

会話蛙、文法班、タスク旗、語彙誠に分かれ、分担作業に入った。自然な会話を軸と  

するコミュニケーション中心の新教科害において、文法班の作業は迷いと模索の連続  

であった。   

文法珪の分担である文法ノート、構造練習作成にかかるためには、文法シラバスの  

決定を行わなければならない。コミュニケーション中心の教科書の中での文法シラバ  

ス、文法ノート、構造線習はどうあるべきか。新教科書は第一次試行を終え、現在第  

二次試行に入っているが1J、今なお課題が山積みされている。本稿では文法珪の作業  

の過程を振り返ることによって、新教科書での文法シラバス、文法ノートを見つめ直  

Lてみたいと思う。  

〔キーワード〕文法乱文法シラバス、文法ノート、コミュニケーション中心の教科書、  

構造練習  

0．はじめに   

筑波大学留学生教育センターでは1988年5月より初級向けの新教科著作成作業に入っている。新  

教科書は自然な会話を軸としたコミュニケーション中心の教科書である。教科書作成に当たって、  

日本語スタッフは、会話班、文法班、タスク址、語彙班に分かれ、教材作成を担当してきた。文法  

班2）は、文法シラバス、文法ノート（GrammarNote5）、構造練習（Strueture Drills）の作成  

に携わってきた。本稿は新教科善作成における文法班の作業報告である。前半では文法シラバス作  

成過程のあらましを報告し、後半では文法ノート及び文法シラバスの現状と今後の課題について考  

える。   

本稿の主たる内容は次のようである。  

1．新教科書について  

2．新教科書の中での「文法」の目的・方針・位置づけ  

3．文法シラバス作成過程  

4．文法ノートとの関わり  
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5．現段階における文法シラバスについて  

6．文法シラバスの反省点と今後の課題  

1．新教科書について   

新教科書は、コース全体において次のように位置づけされている。引  

初級日本語コースでの500時間の学習時間の中で、最初の250時間ぐらいで学習出来る教科書で  

あること。コース後半の、専門書の読み、ゼミでの話を聞き、自分の専門に関して日本語で話  

せる能力をつけるための基礎力をつける教材である。   

新教科書の名は、NewSituationaL FunctionalJapanese と言い（仮称）、略して FN S F］と  

呼ばれている。FNS F』は次の点で文型・文法中心の教科書と大きく異なっている。り  

1）大学生括で留学生が出会うであろう場を選び、必要度や頻度が高いものから先に学習する。  

2）日本人学生であったら話すであろう「自然に近い日本語」をモデルとして与える。  

3）コミュニケーションにおいて、何らかの困難な状況に出会った場合どのように解決していく   

か、日本人との心理的な摩擦をどのようにさけてお互いの意志を伝達するかなどというコミュ   

ニケーションのストラテジーに関する解説、練習を含める。   

新教科書には文法ノート、構造練習の他に会話ノート、会話練習、タスクなどが取り入れられて  

いる。新教科書の各課の構成は、次の通りである。  

Ⅰ．ModelConversat10n（会話文）  

Ⅱ．Report ルポート文）  

打．Ⅳew Words andE叩reSSions（会話文のことば）  

Ⅳ．Grammar rlOteS（文法ノート）  

V．New Wordsin Drllls（ドリルのことば）  

Ⅵ．Structure Drills（構造練習）  

Conversation Notes（会話ノート）  

Ⅶ．くGeneralInformation）〈Strategies〉  

Ⅷ．ConversatjoⅢDrj】15（会話練習）  

Ⅸ．Tasks and AetivLties（タスク）  

Ⅹ．KanJIWordsto read（読む漢字）   

Z）の「自然に近い日本語」は、留学生に必要と思われる場（郵便局、レストラン、デパートなど）  

で行われるモデル会話として提出される。新教科書は会話文による課立てであり、モデル会話が教  
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科善の本文、他の［－Ⅹはそれに付属したものとなる。Ⅰ”ⅩのうちⅣの文法ノート及びⅥの構造  

練習が文法班の担当部分である。  

2．新教科書の中での「文法」5－の目的、位置づけ、方針   

先に述べた通り、FNS F』は、「大学の専門教育、研究を遂行するに耐えうる日本語能力の基  

礎作りをめぎすコース」で使用するものと位置づけされている。山方、rNS F』は場面中心の会  

話のやりとりに重点を置くという性格を持ったものである。話しことばのヤりとり重視の方針の教  

科書で、将来の書きことば〔専門の読解、聴解、発表）の基礎をどうやったら与えられるのか、文  

法班の一番の悩みはそこにあったと言える。いろいろの話し合いを経て、文法班は「文法」の目的  

は次のようなものと、認識を一致させた。  

1）学習者にとって、大学での教育・研究に耐えうる日本語の基礎を作る。   

2）そのためには、単に日常会話のやりとりができるだけでは不十分で、指導教官と自分の専門  

について話ができる、専門書が読める、講義が聞ける、専門について発表ができるまでの基礎  

力を育てておかなければならない。  

上の目的を達成するために次のような方針をたてた。  

1）文生成力のつく文法力を養成するような文法導入・説明計心がける。  

2）新教科書では初級で必要とされる文法項目をカバーする。  

3）絵・例文を通して具体的なレベルで「文法」を説明する。  

4）文の構造に関わる重要文法項巨＝ま何度かに渡って、スパイラルに取り上げる。   

より具体的な方針については、「3＿ 文法シラバス作成程」で詳Lく触れることになろう。   

文法珪は「文法ぬきには日本語力は育たない」と確信している者の集まりである。しかしコミュ  

ニケーション中心の新教科書の作成に当たっては、常に、従来の伝統にとらわれない、白紙の考え  

方をするように心がけた。「もしかすれば、全く適うやり方があるのかもしれない」ということ、  

新教科書にふさわしい「文法」とは何かということを常に頭に置いていたと言える。結果的には、  

文法シラバス、文法ノートにおいて反省材卦が山積みしている状態であるが、作成段階においては、  

譲るべきは譲り、主張すべきは主張するという姿勢を貫いてきた。  

3．文法シラバス作成過程   

新教科善作成は、まず会話班によるモデル会話の作成から始まった。モデル会話は留学生の必要  

とする場面の選定、留学生の生活の場にふさわしい登場人物の設定に基づいている。会話文は大前  

提として本物の会話を用いること、不自然なもの、嘘は排除するという方針であった。一方、文法  

班の会話文決定前彼の作業は次のようであった。  
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1）「他機関教科書の文法項目の流れ一覧表」作成  

BusinessJapanese  

Basic FunetionalJapanese  

Japanese：TheSpoken Language  

A Coursein ModernJapanese  

きそにほんごかいわ   

上記の5つの日本語教科書の文法項目（助乱文型、複文、その他）の流れを表にまとめ  

て検討する。  

2）新教科書の会話文のたたき台ができた時点で、そこに出てくる文法項目を洗いだし、表を  

作る。  

3）文法項目洗いだし表を分析し、「他機関の文法項目の流れ一覧表」及び文化庁の報告書の  

中の「初級日本語文法項目」7⊃と比較し、初級で数えるべき文法項目のもれをリストアップ  

する。  

4）文法項目のもれをどうするかの検討、会話放との折衝、レポート文の作成  

5）文法シラバス（配列表）の作成・検討  

6）旧日本語教科書Fきそにほんごかいわj の文法説明に村するアンケートの実施  

7）文法用語決定  

文法シラバス作成作業の撮れを示すと次のようになろう。  

モデル会話決定  

文法項目洗いだし  

従来初級で習得されるべきと考えられ  

ている文法項目の一覧表作り  

「もれ」のリストアップ  

「もれ」の処理  

レポート文の作成  

文法項目シラバス（配列表）の作成・検討  
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3．1 文法頃日洗いだしと「もれ」＜試作第1版について＞   

会話班は、文法の難易や文法の積み上げということにとらわれず、場面と会話横能、自然な日本  

語という ことを重視すればどのようなものができるのか、とりあえず1課から15課までの会話文  

を試作した。にれを試作第1版とする。）この試作第1版が出来上がると同時に、文法珪では各  

課に出てくる文法項目の洗いだしに入った。会話文洗いだしの結果次のような傾向が見られた。  

1）自然な会話では、一度に多数の文法項目が現れる。従って第1課を頂点として学習項目は逆   

三角形に新出する。課を追うに従って新出項目は少なくなる。  

2）終助詞のいろいろが早い段階から出る。  

か、よ、ね、の、かしら、わ、かな、なあ、  

3）終助詞とでも呼びたい文末表現が早い段階から出る。  

わたしもいっしょに行くから  

国の友だちにもらった左空。  

自転車をくれる三三。  

かなり古いんだけど。  

ーじゃない。†  

－だっけ。  

4）いろいろな種類の省略が見られる。   

助詞省略  

どこ行くの。／自転車ある。／めし食いに行かない。   

主題省略   

補語（主語、目的語et亡）省略   

述語省略  

ええ、だと思いますよ。  

5）早い課からいろいろな活用形が出る。  

行こう。／待って。／聞いてみてやろうか。  

6）その他  

NってN，Nっていうのは  （以後Nは名詞の意味である。J  

7）各課に出てくる動詞が、量的、質的に種々のものを含むため、格関係、構文としてのまと   

めがむずかしい。以下の例は各行が一つの課である。  

・行く／待つ  

・ある／買う／思う／もらう／聞く／電話する／くれる／使う  

・行く／（～に）する／ある  

・買う／降りる／ある／違う／読者する／着る  
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8）助詞その他において、基本的な用法より、会話的用法が先に出やすい。  

・わたLもいっしょに行くから。  

・こちらなどはいかがでしょう。  

・ほら、垂旦ジュースとかコーラとかの。（共通理解の「あ」）   

文法班は会話文の文法項目の洗いだしをするとともに、他機関の教科書、及び文化庁の「初級日  

本語文法項目」、旧教科書などを突き合わせ、新教科書で教えたい文法項目の一覧表作りにとりか  

かった。この一覧表は、初期（3週間）、中期（4週間）、後期（3週間）に分け、各段階毎に、  

文法班として学生に習得させたい文法項目を配列したものである。この一覧表との比較の結果、試  

作第1版の15課文の会話文には次のような項目がもれていることがわかった。  

［試作第1版 Ll－L15に見られなかったものユりユ後Lは課のこと）  

（1）否定表現  

－ないでください  

～なくちヤ  

してはいけない  

んしません／しないか  

しか－ない  

あまり山ない  

全然－ない  

（2）複文構造  

Ⅴたあとで／Nのあとで  

Ⅴる前に／Nの前に  

Ⅴあいだ／Vあいだに （以後Ⅴは動詞の意味である。）  

〝ながら  

〃ので  

－ても（逆接）  

～のに（逆接）  

－たりんたり  

～（れ）ば（条件）  

～かどうか  

－ため（理由）  

～と言う  

（3）自分の意見や考えを述べる説明表現  

－からだ  
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山かもしれない  

Ⅴている（進行）  

Ⅴてある  

〝そうだ（様態）（伝聞）  

ヤてあげる  

〃つもりだ  

～はずだ  

～ようだ  

一番仙多い  

～の方が～より  

（4）その他  

受身  

使役  

接続詞（そして、だから、ですから）  

並立助詞〔や、と、かetc）  

あげる／さしあげる  

一でした／－ませんでした  

こんな／そんな／あんな  

ひと／もの／かた  

いっしょに   

これらの「もれ」をどうとらえるかはむずかしい問題である。これらは、自然の会話に一般的に  

見られる傾向なのか、それとも試作第1版の会話文が様々な言語活動のうちのある部分に片寄って  

いるために起こったのか。  

（1）に関して言えば、会話は肯定的に発話されることの方が否定的に発話されることより多いた  

め啓）、また、（2）では、自然の会話は、構造的にはかなり簡略な表現が多くなるため、複雑な構造  

を持つ複文は現れにくいとも言えよう。（3）にも同様のことが言え、発話の内容が説明的でないと  

これらの文末表現は、他の、より会話的文末表現、例えば、「～んだ」「じゃない」「～って」な  

どに取って代わられるようである。   

「もれ」てしまった項目は、それほど必要性がなかったからと割り切って捨ててしまうか、今回  

の会話文が言語活動の一面しかとらえていないと考え、もっと広がりのある言語活動を取り込み、  

その中に「もれ」を補うか。   

文法班では会話珪に対し、文法斑による会話文へのある程度のガイドラインの必要性を主張した。  

それまでは、会話文は文法項目については一切考慮せず、自然な会話文を作るということを最優先  

ー65－   



させていたが、文法項目抽出という立場から見るとあまりに無秩序に、雑多なものが入り込み、一  

方、文法項目の「もれ」から見ると、基本的な項目があまりに欠けているため、文法シラバスとの  

調整を主張したのである。と同時に、文法班としては、文法項目の「もれ」の補いの対策を、会話  

姓以上に、文法蛙として模索しなければならなかった。これが後に述べるレポート文の導入である。   

文法班の主張の一部が取り入れられ会話文の改訂が行われた。改訂は15課だった課を23課まで増  

やし（教科書完成時は24課になる予定である）、課の配列もFormalStyleの出る課から出し（自  

己紹介、郵便局、場所聞き、病院、事務室で等）、おしゃペりの課（Casualstyleでの会話）  

（談話室で、喫茶店で等）は後ろに回すということになった。「もれ」ていた文法項目も、かなり  

積極的に取り入れられた。Lかし、自然な会話をこわしてまでは取り込まないというのが、会話班  

及び、文法珪の基本的な考えであった。  

3．2 文法項目配列の過程  

3．2．1 レポート文   

会話文が23課まで出そろったところで、各課にどのように文法の学習項目を配列するか緊急の課  

題となった。構造練習やタスクは文法項目の配列に従って作成されるため、練習問題作成のために  

も急がれねばならなかった。文法班は、配列決定に際し、次のような問題を解決しなければならな   

かった。  

1）逆三角形に新出する文法項目をどのようにならすか。   

2）助詞省略をはじめ、多くの省略が見られる文で、どのように格関係をとらえさせるか。深層  

にあるfullsentemce をどのように見つけさせるか。  

例えば、「～をⅤ」の形はL2で「はがき5まいください。」で新出すると、L5の「この   

宇、何て読むんですか。」まで出てこない。これらの文から「～をⅤ］をいつ、どういうやり  

方で導入するのがいいのか。   

3）会話文は短いやりとりに終始することが多いが、やりとりでなく、客観的叙述（物事、事態  

の描写、自分の行為の説明、報告など）をする力はどうやってつけるのか。  

例えば、郵便局の会話の場合、学習者は切手を買って手紙を出すことはできるが、「－が－  

を買う」「んが一にんを出す」という形は学ペない。従って自分の行為を報告することができ  

ない。   

4）ある一つの文法項目の全体をいつ、どう示すか。  

一つの課には、ある文法項目の一部分の形式だけ出てくる場合が多いが、その項目の全体を  

いつ、どうやって提出するかは難しい問題である。  

例えば、形容詞の場合、 L6で「サインでいいですよ。」「ずいぶん大きいですね。」で新  

出するが、そしてその謀ではそれしか出てこないが、では、形容詞（「な／い形容詞」含めて）  

の否定形、過去形、また普通体などの全体はどの時点で示せばいいか。  
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2）3）を補うために考えられたのが「レポート文」である。書き下し文とも、地の文とも呼ば  

れたが、モデル会話の内容を、報告文にしてまとめたものである。あるときには、日記の形を取っ  

たり、説明文の形を取ったりする。書き言葉であるので、複文構造を使って表すことができる。ま  

た、「もれ」の項目を入れ込むこともできる。会話が嘘のない自然のものを目指すのであるから、  

そこに人工的に作られたレポート文は不自然であるという反対もあったが、新教科書終了後の専門  

読解につなげていくためにも、まとまりのある文章を読むことは必要ということで採用された。レ  

ポート文で補われた「もれ」は次のようなものである。  

NとN、～に－を出す／払う、～に～をもらう、（人）といっしょに、  

〃から〔理由）、～なくてもいい、－と言う、 ノ）ので、－たあとで  

～かどうか聞く／わかる、く疑問詞＞－か聞く／わかる、－そうだ（伝聞）  

く意向形＞と思う、く名詞節＞の、～だろうと思う、～ように〃、  

～ために／ための（目的）   

これらは、会話文の中に自然に入りにくく、むしろ物事の説明に使われる項目である。  

もしレポート文を採用しなかったら、会話文にも登場せず、どこかで、例えば構造練習などで強引  

に取り込まない限り、新教科書には出てこない項目となっただろう。   

レポート文で基本的なものはかなり取り込むことができたが，文法砿とLて初級で提出しておき  

たいと考えた「文法項目一覧表」と比べると、まだいくつかの基本項目が取り込めないままでいる。  

例えば、「－ながら」、条件「～ぼ」、譲歩「～ても」、「はずだ」「つもりだ」、「－ようだ」  

などである。これらの「もれ」については「5．シラバスの反省点と今後の課題」のところで触れ  

ることにする。  

3．2．2 文法項目配列の基本方針   

前述のように、3．2の文法項目配列決定に際し2）3）はレポート文の採用ということで問題  

点がある程度解消されたが、残る「1）文法項目をどうならすか」という問題が残った。これは  

4）全体をいつ、どう示すかと関わってくるが、4）との関わりについては次節で考えることにす  

る。文法項目の各課への配列の基本方針は次のようである。  

1）会話文に表れる基本的な文法項目はその課で拾うようにする0  

2）学習者の負担を考え、1課で提出する重要項目は3什5項目とする0  

3）碇出される重要項目は構造に関わる項目を中心にする0   

ただし、談話に関わるものも必要なものは取り上げる0  

4）項目の配列は易しいものから難しいものへという順序をとる0  

－67－   



何が易で、何が難かはむずかしい問題であるが、第5課を例にとると、そこに出てくる「は   

ってあった」は「はった」よりは難と判断し、動詞基本4活用導入以降〔実際には15課）に   

持って行った。  

5）動詞の活用、形容詞、「－だ」の全体像は早い時点で出しておく。  

6）重要項目は何課かに渡らせ、スパイラルに導入する。  

なる／する、敬語、連体修飾、－ん（の）だ、やりもらい、名詞節、「は」と「が」etc．   

基本的には一つの項目が初めて出た時点で基本的な用法はまとめ、提出する。   

配列の基本的な考え方は、「会話文に基づく文法項目配列であること」である。また重要項目を  

何度かに分散して提出するなどの工夫がこらされているが、項目の選定、配列の仕方は従来の伝統  

的シラバスに基づいていると言えよう。  

4．文法ノートとの関わり   

各課の文法の学習項目が決定したあと、文法珪はそれをもとにして文法ノートの作成にとりかか  

ることになる。   

コミュニケーション中心の教科書の中の文法ノートを位置づけようとするとき、どうしても次の  

2点を避けて通ることはできない。   

ひとつは説明を分散的にするか、集中的にするかという問題であり、もうひとつは、1文レベル  

の構文的説明と、Discourseレベルの談話文法との関わり方である。両者とも文法法ノートの問題  

というより、文法シラバス全体に関わる問題であり、文法ノートをどう書くかの具体的な段階で問  

題点がより鮮明になってくる。シラバスをとらえ直す意味で文法ノートについて、この節で触れて  

おきたい。  

4．1分散的か、集中的か   

一つの文法項目の出てき方からみると、自然な会話文の特徴は、分散的、r一回限り、構造が簡略  

なものになりがちである。ある文法項日の一部の形、使い方が、少しずついろいろな課に分散して  

いるということになる。断片的、部分・的に出てくるものをどう扱うかが間邁となる。この断片的、  

部分的に出てくるもののとらえ方は大きく2通りある。   

Aはコミュニケーション中心の教科書に見られるもので、学習者の文法学習の負担を少なくする、  

衷などで明示的にとらえられるので、わかり1・㌢し－、学習者にとって、英語で善かれた説明を読ま  

なくてよい、など打点所があるD反面、構文・構造が体系化できにくい、散漫になる、文の組み立  

て力が弱くボる、などの短所があると言えよう0一方、Bは従来の文型・文法中心の教科書に見ら  

れるむレ〕で、Aとは逆にいわゆる文法に強い学習者を作る反面、毎日の学習で文法ノートを読むこ  

とが作業となり、掛二英語のわからない学習者にはかなりの負掛＝なる。  

文法班は文法ノートの基本方針としてBの従来の文法構造から発した立場をとった。その理由は、  
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A   B   

∃出し方  各課に断片的に、   断片的に出さず、  

部分的に出す   まとめて出す   

説  明   その課に出てきた   初出の課に主要な用法を  

用法のみ簡単に説明   まとめて説明   

方  法  簡単な表   表の他に説明文、例文   

1）コミュニケーションのためには文を作る力、表現力が必要となってくる。そのためには体系   

的な文法力の養成は不可欠である。  

2）文法項目が断片的、部分的に出てくる会話文を本文とするからこそ、断片的、部分的でない、   

ていねいな文法説明が必要である。  

そして、Bの短所である学習者の負担を減らすという点では次のような工夫をはかった。  

1）絵を多く取入れ、絵に文法説明を担わせる。また絵をたくさん取り入れることによって、楽   

しい文法ノートにする。9⊃  

2）例文を多くし、説明によるより例文を通してわからせるようにする。また、例文を考えると   

きそれが絵にならないかをつねに考える。  

3）文法用語を少なくし、わかりヤすい説明を心がける。文法用語などはステキな名付けを工夫   

する。  

4）表をできるだけ用いて、明示白引こまとめるようにする。  

5）英語の説明はできるだけ短く簡潔さを心がける。   

特に、絵がたくさん入ったことで、教科書はわかりやすく、楽しいものになった。文法は具体的  

な現実を離れ、抽象的になりがちである。文法を抽象から具象のレベルに持って来る一つの道具と  

して絵は有効であると言える。  

4．2 文文法と談話文法   

コミュニケーション中心の教科書を、文法の積み上げという観点から見ると、次の2つを視野に  

おさめておかなければならないと言える。  
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1）1文レベルで何を教えるか  

2）談話レベルで何を教えるか  

1）で取り上げられるべきものは、文の形、助詞、活用などの、構文、構造に関するものが上げ  

られよう。2）は文脈・状況に関わるもので、主題ヤ補語（格成分）の省略、やりもらいや敬語な  

どの待遇関係、何をどう主題化するか、取り立て助詞・終助詞、接続詞、副詞、（文脈）指示語、  

「～んだ／～わけだ／－ものだ」などのムードを表す文末表現などが文法項目として問題になって  

こよう。  

1）と2）は切れるものではなく、連続性を持つものである。コミュニケーション中心の教科書  

では2）に重点が置かれると共に、1）と2）をどうつないでいくかが、課題となってくる。   

文法班では文法ノートの技術的な面で次のことを採用した。  

1）文法ノートは基本としては形の導入、説明までを行う。また、形から談話への移行の仕方ま   

でを行う。実際の使い方は会話ドリルに任す。  

2）文法ノートの2本柱として、格構造と主題・対比を表す取り立て助詞「は」「も」を置き、  

格構造が実際の文の中でどう「は」「も」と絡むかを体系的に説明する。  

3）助詞の定着を一つの目標とL、明示剛ことらえられるようラベルづけを行い、シンボルマー  

クを設ける。また助詞は異なる用法毎に通し番号を付け関連Lやすくする。  

StructureParticle（格助詞）掴  

Disco11rSe Particle（「は」「も」、終助詞）  感  
（接続助詞）⑳   Connective PartlCle  

4）格構造、Struc［ure PartLeleはフレーム川と説明で整理し、Discourse Particleは絵や   

漫画を使って、楽しく導入し、両者の絡み合いをわかりやすく見せる。   

実際に文法ノートに着手してみると、．一方で格構造のフレーム（つまりFu11sentenee）を強調  

して説明せねばならない身にとっては、談話レベルの、省略をどう説明するかなどは相反すること  

の説明でもあり、なかなかうまく行かなかった。また、トから（理由）」「－けど／けれど／が」  

などは、文文法でまず第一に取り上げる接続詞としての用法よりも、文末のムード表現としての用  

法の方がモデル会話にも会話練習にも出てくる。「文法」としては基本的な接続詞としての説明が  

必要と考え、文末のムード的扱いは談話レベルのものというわけで、その説明は会話のストラトジ  

ーを扱う会話ノートに譲った。しかしその結果は学生には不評で、やはり、文法ノートで壊わなけ  

ればならないと反省している。   

このように、文文法の基本的な概念から、談話文法での具体的な使い方のどこまでを、できるだ  

け簡潔に、少ないページ数で説明するのか、できるのか、コミュニケーション中心の教科書にとっ  

ては根本的な、難しい問題である。  
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5．現段階での文法シラバス〔項目配列表1について ＜試作車2版＞   

会話文の項目洗いだしから始まった新教科書は、他機関の教科書との突合せ、一覧表作り、レポ  

ート文作成を経て、いよいよシラバス作成に入った。第一次試行時に出てきた問題点や、文法ノー  

トとの兼ね合いなどによって一部修正を加えたが、現段階での文法シラバスは別添資料＜ FNS F』  

各課文法解説項目＞のようである。ひとつの目安として見たシラバスの中の基本的構造に関する重  

要項目（活用、文の種類等）の流れは次のようである。  

Ll 名詞文  

L2  動詞文   

L3  ケ  

L4  存在文  

L5  動詞辞書形・て形 トてください）・た形  

L6  形容詞（い／な形容詞）  

L 7  

L8  動詞ない形及び「なかった」  

L9  引用文 トと言う）  

Lll 従属節（〝たら）・引用文 トと思う）・する／なる〔動詞自他）  

L12  ケ トと）  

L13  ヤりもらい・連体修飾  

L14  動詞＋やりもらい・可能形  

L15  補助動詞（－ておく・仙てある等）  

L16  意向形（意向）  

L17  受身  

L18  敬語   

L19  －ないでください  

L20  従属節 トとき）  

L 21 

使役・使役十やりもらい   2
 
 
3
 
 

2
 
 
2
 
 

L
 
L
 
 

構造の全体の流れは、Llで「NはNです」、L2〝L4で動詞文の基本構造を導入し、L5～  

L8で動詞・形容詞・「－だ」の基本4活用（行く／行かない／行った／行かなかった等）を提出  

する。L9以降は複文構造と4活用以外の活用形が学習の中心になっている。Llの名詞丈、L2  
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の動詞文、L6の形容詞文では表などで丁寧体・普通体の全体は示すが、実際の練習は丁寧体を中  

心に行われる。   

尚、4課毎に復習の課が設けられ、そこでは重要項目のまとめ、「もれ」の補い、「は」と「が」  

の説明などが取り入れられている。  

＜プリセッション＞   

ここで本課に先立つプリセションについて述べておきたい。新教科書は自然な会話を軸とした会  

話文が本文となっており、早い諜から丁寧体と普通体が混在して登場する。その流れは学習者への  

配慮から丁寧体→普通体の形を基本とLている（実際の普通体発話導入は第15課である）が、会話  

練習・タスクなどでも早くから普通体が現れる。学習者の日本語の文体への混乱を避けるため設け  

られたのが本謀に先立つプリセッションである。プリセッションは聞き取り課題を中心にした課で  

あり、学習者はダイアローグを聞くことによって次のことを判別する練習をする。  

そのダイアローグは、  

（1）丁寧体か普通体か（Formalstylp vs Casualstyle）  

（2）過去か非過去か （Past vs Non－PaSt）  

（3）肯定か否定か   （Affirmative vs Negative）   

ヤりとりは動詞丈・形容詞文・名詞文の述語に焦点をあてた短いやりとりで、学習者は「ます／  

です」が聞こえたかどうか、「た」が聞こえたか、「ない」があったかを聞き取ることで（1）－  

（3）の村立を理解していく。また、その対立を通Lて会話に参加する人の人間関係の理解を深め  

たり、やりとりのイントネーションから、それが疑問か答えかを把握することもできる。   

プリセッションに代表される丁寧体と普通体の早い時期における同時導入は、新教科吾の文法シ  

ラバスの特徴の一つであるが、他にもいくつかの特徴がある。  

＜文法シラバスに見られる斗寺徴＞  

1）「～んです」が早い課から導入されている。  

①「山んです」の概念をわからせる。（L5）  

②「～んです」の使い方の導入（L7）   

2）「－ている」に関しては、まず結果の状態を表すもの（落ちている／開いている（L7））   

が導入され、動作の進行を表す「－ている」 （本を読んでいる）の導入が遅くなっている。   

（L13）  

これは自然な会話では、進行より状態を表す「ている」のほうが頻出するためである。   

3）従来の文法シラバスには取り上げられなかった会話的な項目が取り上げられている。  

①「～って」「んっていうの」「〃っていうN」  

一72一   



②終助詞的な「－から。」「～が。／けど。」「一たら。」  

⑨「～でしょう」の使い方のいろいろ  

（む間接表現のいろいろ  

「でも」（お嬢さんにでも）「－じゃないか／かな／かしら」「－じゃないかと思う」  

「～ほう」（お腹のほうは。）「－のところ」（窓のところ）等  

4）動詞を「する」タイプ、「なる」タイプで統←的に説明しようとした。  

①「なる／する」の簡単な概念の導入（L3）  

別々にしてください／1000円になります  

②「形容詞十する／なる」導入（L9）  

安くする／元気になる  

③「なる動詞／する動詞」導入（Lll）  

文法説明では自動詞／他動詞という語は使わない。  

「あく／あける、Lまる／しめる、みつかる／みつける、入る／入れる」等  

④「見える／聞こえる」（L12）  

⑤「－てある／－ている」（L15）  

Lll以外の動詞を増やす。  

⑥「ようにする／ようになる」及び  

「名詞／形容詞＋する／なる」のまとめ（L21）  

⑦「ことにする／ことになる」（L23）  

3）ヤりもらい、連体修飾、こそあ（指示語）等量要項目を複数課に渡らせた。  

＜ヤりもらい＞  

（DNをあげる／もらう（L3）  

②物のやりもらい（L13）  

Nを やる／あげる／さしあげる  

もらう／いただく  

くれる／くださる  

③動作のやりもらい（L14）  

Ⅴて やる／あげる／さしあげる  

もらう／いただく  

くれる／くださる  

④州ていただけますか／ませんか  

⑤使役＋「やりもらい」（L22）  

Ⅴ（さ）せて もらう／もらいたい（んですが）  

いただく／いただきたい（んですが）  
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＜連体修飾＞  

①日本語の修飾の仕方の概念をつかませる。（L13）  

②実際の使い方を練習する。（L16）  

＜こそあ（指示語）＞  

①「こそあ」の基本的な全体系を示す。（L4）  

②「どう」を出す。「日本語はどうですか」など。（L6）  

③道聞きに使えるよう「こう、そう、ああ、どう」を導入。（L12）  

④「こんな／そんな／あんな・こん射二／そんなに／あん引こ」導入（L19）  

⑤共通理解「あの」「あれ」〔L21）  

4）取り立て助詞「は」及び「も」を繰り返し導入・説明しその機能をつかませようとした。  

①主題を表す「は」／同類を表す「も」（Ll，L2，L3）  

田中さんは学生です。  

②「は／も」と格助詞との関係、及び接続の仕方（L2，L3）  

が／を→は，に／へ→（に／へ）は，で／と→では／とは  

③存在文の中の「は／も」（L4）  

大学にはhがある／いる／電話は～にある  

④否定文の中の「は」（L7）  

「～が食べたい→〟は食べたくない」に触れる。  

⑤村比を表す「は」（LlO，L18）  

色はいいが、形が／はよくない  

⑥複文の中の「は」と「が」（Lll，L12，L13，L14，L16）  

①Quantity／Duration＋「は」（L12）  

20分はかかる  

⑧Quantity／Duration＋「も」（L13，L20）  

2台もある／何時間も  

⑨可能文の中の「は」（L14）  

私に～ができる一私には－ができる→私は－ができる  

1）〟4）に対し、次の5）は従来のシラバスに比べると導入が遅いと思われる項目である。   

5）否定依頼の「－ないでください」の導入〔L19）   

これは動詞のない形の導入は8課であるが、会話文に現れにくい「～ないでください」の導入を  

遅らせたためである。他に従来の文法シラバスでは比較的早く導入されている項目であるが、新教  

科書では遅く導入されるものとして、  
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6）「－ことができる」（可能を表す）（Ll引  

7）「～たことがある」（経験を表す）（L20）  

8）従属節「～とき」（L20）  

9）「～なければならない」（L23）   

これらのうちのいくつかには試行に伴って提出が達すぎるとの批判が出ている。これについては  

次の反省のところで触れる。  

6．文法シラバスの反省点と今後の課題   

学生の習得状況、授業に当たった教師からのコメント、学生へのアンケート結果などから現段   

階での文法シラバスに対するいくつかの反省点が浮かび上がってきている。   

文法シラバスの基本方針として従来の初級文法シラバスの項目を「もらさないように」という   

発想からシラバスを作り、課立てをとった。場面・機能重視の会話の教科書において従来の文法   

シラバスを採用するという矛盾が、次に述べるような反省点の安国となっているようである。  

1）文法説明が集中型であったため、学生にとって苦しい謀があった。それはアンケートで難し   

かった課として学生からも指摘されている。  

L15 補助動詞 「～てみる／仙ておく／～てある／－てくる／－ていく」を一度に出した。  

L18 敬語  前触れ的に少しは前課で出してあったが、ここにまとめて出てくる。  

L21－ように 「－ようにする／一ようになる／付言う」など様々な用法を一度に出した。   

今後、これらを分散させスパイラルに説明することを検討したい。  

2）モデル会話が先行したテキストの中から文法を取り上げるため、たまたまそこに出てこなか   

ったということから、基本的な構造が後回しになったものがある。前節で上げた5）～9）の  

他に名詞節を作る「の／こと」も、教室での指示、タスクの指示・説明などに必要でもっと早   

く取り上げてほしいという声が教師側からあった。   

「なければなりません」などは人工的な日本語と言われながら、しかしやはりある時期（そ   

れも早い時期）に教師側にも学生側に必要になってくる。「～ないでください」「－てはいけ   

ません」などもそうである。  

3）「もらさないように」とレポート文を作成したり、構造練習で取り上げたりして配慮したに   

もかかわらず新教科書に取り込むことができなかった項目には次のようなものがあった。  

”ながら、 －ば（条件）、－ても（譲歩）、ノーたまま、～はずだ ～つもりだ  

”ようだ／みたいだ（推量）、什ものだ、Ⅴやすい／Vにくい、－すぎる、  

仙がる（3人称の感情表現）、－なさい  
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完成版には、新Lく加えられる24課その他でこれらのいくつかを取り上げるべく、シラバ   

スを検討中である。ただ、「見たがる」「寒がる」などの「～がる」を上級の学生に聞いてみ   

たところ、確かに初級のときに習ったが、実際にはあまり使われているのを聞かない、という   

返事が戻ってきた。「～がる」は新教科書では現在「買いたがっている」の代わりに「買いた   

いと言っている」の形式を採用しているが、もれているからといって盲目的に取り込むのでは   

なく、新しい視点での取り込み方、従来のシラバスの再検討も必要であろう。  

4）構造練習との関わり  

4でも述べた通り、文法ノートでは、文レ ベルの用法と談話レベルの用法の何を取り上げる   

か、取り上げないかが常に間置になった。これは構造練習についても同じことが言える。   

文法ノートは単なる知識、言い換えれば知識的な説明でしかない。ノートで説明されたこと   

が、いかに具体化されるかは構造練習にかかっている。コミュニケーション中心の教科書にお   

いて、構造練習は、単なる形の練習にとどめておくべきものなのか、それとも、実際の使い方   

を、例えば村話の形で（談話の流れの中で）練習させるべきなのか。特に会話練習が機能的、   

ストラテジー的なものを中心にすえている場合、構造練習と会話練習の守備範囲はどこまでで、   

両者はどう結び付いていくのか。構造から会話（談話）への移行をスムーズさせていく、両者   

の間を埋めるものは何なのかは、十分に検討されなければならない。  

rNS F』では最初、文脈．の見える構造ドリルを試みたため、難しすぎるという批判が出た。   

そのため口慣らし的な単純な構造練習を増やしたが、談話を意識した構造練習は、ドリルをヤ   

りながらその文法の意味がつかめるという点で、意義が大きいと考えている。  

以上のような反省点及び検討課題をあげておく。   

文法シラバスにそった教科書では、目的の文法が定着するように、会話文や例文、ドリルを作っ  

て教科書を作る。ところが、場面中心の、それもできる限り自然な会話を先に作って、そこから文  

法を拾っていくと、当然のことながら、そこには話Lことばの文法しかなく、書きことば特有の文  

法は出てこない。文法班は、自然な会話を生かそうとしながら、しかし過去のシラバスから抜け切  

れず、コースの中での教科書の位置づけを考え、なんとかして「文法」を押さえようとドリルやレ  

ポート文を工夫した。しかし、コミュニカティブな会話主体の初級教科書の中での文法シラバスを  

今までのと同じにする必要があるのか、また、同じにすることができるのか、これは今一度考えて  

みるべき点であろう。   

将来的には、教科書の個性を考え、それに応じた文法シラバスを作ってみるのもおもしろいだろ  

う。そして、話しことばの教科書と、書きことばの教科書の2本立てにするのもすっきりしていい  

かもしれない。迷いと模索の連続を適して、今少しずつコミュニケーションを中心にLた教科書に  

おける文法のあり方が見えてくるように思われる。自分達の非力は棚に上げて、それほどまでにコ  
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ミュニケーション教育の中での文法のあり方は大きく、難Lい問題なのであろう。   

完成版に向けて、課題の一つ一つを少しでも具体化すべく努力していきたいと思う。   

注  

1）第一次試行（1989年春期コース）、第二次試行（1989年秋期コース）  

2）試行版では、文法姓の市川保子（筑波大学留学生教育センター）・小林典子（同）・戸村佳代   

（現明治大学）が文法シラバス及び文法ノート作成に、横山紀子（親交流基金日本語国際センタ   

ー）・本間借手が構造練習作成に当たった。  

3）西村よしみ（1988）  

4）3）に同じ。西村より特徴的なものを選んだ。  

5）ここでいう「文法」とは具体的には文法シラバス、文法ノート、構造練習をひっくるめたもの   

のことである。  

6）参考文献参照  

7）日本語教育学会コースデザイン委員会の文化庁委嘱による研究調査報告書「日本語教育棟関に   

おけるコリスデザインの方法とコース運営上の教師集団の役割の分担に関する調査研究』Ⅳ．1構   

造的シラバスでは、代表的な6つの初級日本語教科書を取り上げ、そこにどのような文法項目が   

採用きれているかを調査している。  

8）奥津敬一郎は「日本語における「はい」と「いいえ」の概能」で日本語の日常会話においては、   

肯定的な応答が多く、否定的な応答はきわめて少ないという仮説を立てている。  

9）新教科書の文法ノート及び構造練習の絵・漫画は本間倫子による。  

10）例えば「食べる（to eat）」は次のようなフレームで表される。  

文 献  

西村よしみ198＆「伝達能力と言語能力ー初級日本語教科書とCAI」『日本語教育論集j  

第4号，筑波大学留学生教育センター  

戸村 佳代1988．「コミュニカティブ・アプローチでの日本語教育における文法指導の一試案」  

拍本譜教育論集」第4号，筑波大学留学生教育センター  

日本語教育学会1989．F［】本語数育横間におけるコースデザインの方法とコース運営上の  

教師集団の役割の分担に関する調査研究』文化庁  

日本語教育学会1986．「教科書の問題一理憩と現実」『日本語教育』59号  

奥津敬一郎1988．「日本語における「はい」と「いいえ」の機能」F日本語教育の現代的課j副  
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（日本語国際シンポジウム予稿集）  

市川 保子1989．「コミュニカティプ・アプローチの中での文法のあり方汀新教科書作成を  

通して－」和本語学」vo18，11月号，明治書院  

参考教科書  

（1）rBusinessJapanesej NISSan MotorCo”Ltd，1984  

（2）rBasic FunetionaLJapanese j TheJapanTimes．1987  

〔3）rJap且neSe：TheSpoken Language』E．H．Jorden．Yale University，1987  

（4）rACoursein ModernJapanese Vol．1．2』名古屋大学出版会，1983  

（5）「きそにほんごかいわ（試作版）』筑波大学留学生センター，1986  

〔6）rAntntrDductionto ModernJapanese』水谷修・信子，TheJapanTimes．1970  

（7）「日本語初歩j 匡＝祭交流基金，1985  

（8）rBeginningJapaneseJbookI＆II，E．11Jorden．Yale UnlVerSity．1963  

（9）打apanese Language PatterJISVol．1，2』AnthonyAlfonso．SophiaUniversity，1980  

（Fourth printing）  
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1989．秋  

『NFS』 各課文法解説項目  

課  助 詞   文  法  項  目   活用・構造   

0  か①   1．Past／Non－paS【（キノウアシタ）   プリセッション  

よ（∋   乙 「か」「よ」「ね」  

1．Nです（丁寧／硯・肯t否）   名詞文 一です  
の①所属／         2．NのN①  

自  所有  
己  
絹  4．1）Y－N凝聞文   
介  2）疑問詞①：プレ、け夕、けう  

rコ、ナン  

と①並列   

2  1．Ⅴ－ます（丁寧／規・肯・否）  酬  
が①主格        2． －が－をV   動詞文  
を①目的格   …が－（所）へ／に 行く  

郵                      へ（D方向   ★－が一に－を 出す／入る   
便  に①方向  3．＜格助＞   
局  に①着点   ★（場所）で、（手段）で  

で①場所   ★（相手）と  
で②手段  4．ハ／モ②  
と②   5．疑問詞②：ナニ、イクラ    6．数詞：1～10，000（→Rl）  

7．助数詞：一枚、一円（→Rl）  
語順   

3  1．＜格助＞   動詞文  
に③発点  ★～が～に－を もらうetc．   する－なる  

レ  2．する／なる（D－ニル・－ニ川   
ス  3．代動詞 「です」   

4．肋数詞：とり、ブタツ… トRl）   

ラ  5．～ましょう／－ませんか   
ン  6．疑問詞②「いつ」  

7．ハ／モ③   

4  存在文  
ハ／モ④ （所）に   一に－がある  

場   2． こ・そ・あ   －は一にある   

所  疑問詞④：ドレ・ドノ   ／いる   

開  3．★”から、－ （理由）   ～から、－   
とか   4． Nなら   （理由）  

や   5．「とか」「や」  
（→と①Ll  

が②   

R  で   1． で－  
2．数詞   

複  3，助数詞   
習  4．疑問詞   
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2．★名詞文（丁寧・普通／   

2．～んです ②   
（1）説明（2）確認・強調   

4．－らしい（です）  
5．＜助＞（時）から（時）まで  

（時）に  
6．一頃、時の副詞   

8  1．ナイ形  
2．ナカッタ形  

欠   3．－ている／－ていない   
席  持っている・知っている   
願  住んでいる   ～ている  

し＼  4．－て（も）いいです  （状態）   

5．NかN  

R  1．時の副詞（先週、毎日、今朝  
2  etc）   
複  2．月臥 曜日、時分   
習  3．述部の基本形のまとめ  

4．Y－NQlleSlionとハイ、ソウデス  
5．テ形の使い方  
6．ハ／ガ  
7．省略   
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課  助 詞   文  法  項  目   活用・構造   

9  1．A／N／NAて～（並立）   引用文  
2．丁寧表現（丑  ～のほう   －と言います  

病  だけ  3．＜取助＞「だけ」   ～ので、－   
院  と〔勤引用  4．★－と言います   

で  
（理由）  

5．★～ので、～Cf．「から」  
6．形容詞の副詞的用法  する－なる  

する／なる②（大きくする）   

10  
疑問詞㊦：ドンナ  

デ   2．比較－の方が仙より～   比較   
ノ†  で③範囲   －の中で一番－   

l  3．～は〟が十Adj（全体一部分）   
ハ／モ⑥：対比  

4．Nというのは・「って」②  
5．丁寧表現②敬語  
6．A（Stem）＋「一さ」  
7．疑問詞⑧：イ柑   

11  1． ～たら、～   タラ形  
が（卦  複文内のハ／ガ①   条件（タラ）  

本  2．～と思います／思っています  する－なる   
崖  3．スル／ナル（丑：自他、ハ／ガ   
の  ハ／モ（D   

で③範囲                             注   4．（範圃）で   
文  （→LlO）  5．（期間）かかる十期間の表現  

6．丁寧表現③  
7．頻度（1年に1度）   

12  1．んと仙 （条件）、ハ／ガ   条件（ト）  

2．－た／ない ほうがいい   ーてから、叫  
道   3．～てから、－  ハ／ガ  －た後で、ん   
を  4、スル／ナル④   する－なる   

聞  見える■聞こえる   
5．「ところ」  

6．（量■期間）は  
7，★コソア②コウ、ソウ、ア7、ドゥ（L6）  

を②  乱★＜格助＞⑦¶を〔障りる）  
で④   9．★－た後で   

R  1．期間表現  
3  2．テ形の使い方   

復  3．助詞   
習  4．する」なるとペアーの動詞  

5．ハ／ガ   
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課  助 詞   文  法  項   目   活用・櫛道   

13  1．連体修飾  ハ／ガ②   連体修飾  
2． Nばかり   ～ている  

喫   V－たばかりだ   （進行）  

茶  3．V－ている（進行）   
店  4．－たら（どうですか）  

5．やりもらい①（物）  やりもらい（物）  
7ゲル、サシアゲルモラウ、イタグク  

クレル、タブサル  

の（卦  6．A－い＋の・NAな十の  
7．「って」③：一つて？（伝聞）  

が（む  8．”は－が好きだ・上手だ  

も②   9，（畳）も   

14  1．一に～が ＜町能形＞   漸眉尉陥  
が（9   2．やりもらい（D（動作）   やF）もらい  

忘   3．V（base）に 行く／来る   （動詞）   

れ  か③  4．★＜疑＞－か 聞く／わかる   
物  ★－かどうか開く／わかる  

までに  5．（時）までにvs（時）まで   

15   1．Ⅴておく／Vとく   カジュアル   
Vてみる  

資  Ⅴていく／くる   補助動詞   
料  Ⅴてある （スル／ナル⑤）   する－なる   
壷  2．命令形  

か（む  3．＜疑問詞＞：＜艶聞詞＞＋か  
も③   ＜疑問詞＞＋も  
なんか   4．Nなんか  

5．「って」④：～ソテ吾プチマシク  

6．頻度の副詞イツモ、ホトンド、7マリetc．   

16  1．意向形   
★ 意向形十と思います（Cf．Lll）   

r‡≡一－’  

交  

通  
2．～し、（～し、）、”   
3．Vたり、Vたりする   髄都形  

段  4．連体修飾（彰一トコロ～モノ  
5．形式名詞コトノ   形式名詞⊃トノ  

R  1．複文の複習  
4  から、ので、のに、（理由）   
複  が、けれど、けど   
習  から、あとで、まえに（とき）  

Ⅴ－テV一夕V一夕リ  
Ⅴ－シ  

ーと言う－と思う  
－かどうか／－か開く  
たら、と、ば（条件）  
連体修飾  

2．－するの色々  
3．否定疑問と答え  
4．ハ   
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課  助 詞   文  法 項   目   活用・構造   

17  が②（→L」）  受身炬   
二亡エ  臼  2． V－てほしい・－てもらいたい   
楽  3．～そうだ（様態）   

の④  4．疑問詞十でも   
の  5．受身   

に⑧   6．「って」⑤：主題化   
しl  

18  1．‾r寧表現③：敬語発儲   敬語発話   
尊敬表現・謙譲表現   

寺院   依臓表現  
諦  2．－ことができる  

が  3．ハジ〃、、ハジ／テ、ハジメニ   

j9  1．Ⅴないでください  醐膨   
2．■一でしょう／だろう  

訪   ～んでしょう†／～んだろう†  
★－だろうと思う  

3．こ／そ／あ／どんなN  
疑問詞⑨：ドンナコソア（参  

でも  4．Nでも  
5．－そうです（伝聞）   

20  1．Ⅴ－たことがある  －とき、－   

2．SときS  
Nのとき  

刊！  3．ハ／モ  
ときに・ときは・ときには  

4．－かもしれない  
5．－すぎる  
6．－かた（使い方）   

1．補助動詞  
2．形容詞   
3．よく使う動詞の色々   

料                   R        5     復     習  

糾′▼Hルかケルトル  

4．ハ   
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課  助 詞   文  法   項  目   活用・構造   

21  1．V一て、－ （原因・軍区由）   ーて、～   
苦  Z．コソア（丑   （傾国理由）   

情  「アレ」「アノ」：共通埋憫  する－なる  
3．★－ようにいう  

★－ようにする／なる  
（スル／ナル（む）  

4．となりのもの   

22  1．使役文   磯鰍  
を③  やりもらい③：～させてもらう  

見   ーさせていただきたいんですが   
舞  2．V【てしまう   
か③             レ）  

3．－かと思う    4．副詞 アト   
23  1．－なくてはいけない   する－なる  

－なくちゃいけない  
研  2．V＋ことにする／なるスル／ナル⑦   
究  3．Ⅴ＋とこ（ろ）だ   
轟  4．Ⅴ（Stem）十そう（に）もない  

5．V－て もらえないか  
〈れないか  

8．～ために・…ための  
7．－しか十否蓮   

R  1．動詞の活用  
6  2．動詞と人間関係   
筏  3．副詞   
習  4．ハ／ガ   

★  レポート文で使用  
批敵地活用  
L  課 （Ll第1課）  
R  レビューの課（RI Reviewl）  
泰の（夏X参・・は複数回出てきたものの回数を示す  
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